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１灘ｿﾌﾄダウンステーNSDX-10(R/L)K(下開き 用）扉

鞠ライティングデスクなどの下開き扉用です。

鱒ラブコン機構を搭載したソフトダウンステーです。

鋤左右の勝手違いがあります。

(使用扉の大きさ）

鯵1個使いのとき[軸トルク］

扉高さ(m)
×扉質量(kg)×98=196～686N．m(20～70kg/f･cm)

2

聯左右2個使いのとき

ドア質童が2倍になりますが､扉高さ(H)は同じで、

扉幅(L)が2倍になります｡扉形状が均一の場合です。
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匡．扉開き方向

■■ソフトダウン方向

◎キャッチ位置 一
》

(90｡下開き扉用）

使用できる丁番ドロップ丁番､－軸一

扉の開き方向にソフトダウンします。
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●ドロッラ汀番は弊社のSDH-OO1をご使用ください。

●ドロップ丁番の場合は扉端面が､－軸丁番の場合はヒンジセンターが

各寸法の基準点となります。
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本図は､NSDX-1()RK(右用)取付例

NSDX-10LK(左用)は対称取付となります。 襲吊元丁番の種類により､取付寸法が異なります。
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鍵仕上げ/Finish
ニッケルめっき

主意

，本仕様において扉を開いたとき､扉面に物を置いたり､扉面上で作業等をする

場合は､本ステー以外に扉を支える支柱､又は補強材が必要です。

キャビネット及び扉の設計､本品の取付位置は必ず指定寸法､水平､垂直度をお

守りください。

本品の側板及び扉への取付けは､垂直度を確実にお守りください。

鱗
1SDX-IORK右用，一

×18120本80本
NSDX-10LK左用

※付属ねじ:十字穴付バインドタッピンねじ35×15

|‐ ’
-.J

SmC|'87

e t 1
0
 

C a G n 

関 NSDX-l 0 CR/U K (下聞き扉用)
@ライティングデスク芯どの下開き扉用です。

@ラフコン機構を搭載したソフトダウンステーです0

.左右の勝手違いがあります。
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(使用扉の大きさ)

.1個使いのとき[軸トルク]

扉高さCm)
2一 ×扉質量Ckg)x9.8ニ 1 . 96~6.86N.m C20~70kg/fcm) 

@左右2個使いのとき

ドア質量が2倍になりますが、扉高さCH)は同じで、

扉幅(L)が2倍になります。扉形状が均 の場合です。

ソフトダウンステ-

C90"下関き扉用)
使用できる丁番ドロップ丁番、 軸丁番

扉の開き方向にソフトダウンします。
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.ドロップ了番は弊社のSDH-001をご使用ください。

・ ドロップ丁番の場合は扉端面が、一軸丁番の場合はヒンジセンタ が

各寸法の基準点と広ります。
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ドロップ丁番C5DH-001) 97 106-5 

一軸丁香(平丁番 90 99 

※用元丁番の種類により、取付寸よ去が畏芯ります。
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己コ扉開き方向

・・ソフトダウン方向
。 キャッチ位置

鰭材質/Moleriol
E鉛合金、鍋

由仕上げ/Finish
ニッケルめっき
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注意

本仕様において扉を開いたとき、扉直に物を置いたり、扉面よで作業等をする

場合は、本ステ 以外に扉を支える支柱、又は補強材が必要です。

キャビネット及び扉の設計、本品の取付位置は必守指定寸法水平、歪直度をお

守りください。

本晶の側板及び扉への取付けは、垂直度を確実にお守りください。

80本20本181 × 
右用

左用

※付属ねじ十字穴イ寸バインドタッピンねじ3.5x15

O 
N5DX-10RK 

NSDX-1OLK 

7
/
 

円口SllIG 


